
おし

教えて
お ばま し

小浜市ってどんなところ？

おばまし こうにん

小浜市公認キャラクターさばトラななちゃん

わかさ こくていこうえん そ と も

若狭国定公園・蘇洞門

な ら し こくない ゆうこう しまい と し

奈良市の国内友好姉妹都市シリーズ

ふくいけん

(福井県)



お ば ま し

小浜市はこんなまち

たいへいよう

太平洋

にほんかい

日本海

ふくいけん

福井県

おばまし

小浜市は
ふくいけん

福井県に
ある。

わかさわん

若狭湾

おばまし こうにん

小浜市公認キャラクターのさばトラななちゃん！
わたし おばまし しょうかい

私が小浜市を紹介するよ。

参考資料：小浜市ホームページ、小浜市企画調整課歴史遺産振興室発行冊子「御食国」

にほんかい ふか い こ わかさわん

日本海が深く入り込んでできた若狭湾に
めん さかな

面しているから、おいしい魚がいっぱい
な ら じだい わかさわん

とれるんだ。奈良時代には若狭湾でとれた
さかな しお な ら みやこ はこ

魚や塩を奈良の都に運んでいたんだよ。



1. 河豚(ふぐ) ・ ・

2. 鯖(さば) ・ ・

3. 鰈(かれい) ・ ・

4. 蟹(かに) ・ ・

5. 鯛(たい) ・ ・

ふゆば ほぞんしょく

冬場の保存食「へしこ」

ふゆ ゆき あらなみ りょう で ひ おお

冬は雪や荒波で、漁に出られない日が多く
はる ひとしお

なるため、春にとった「さば」を一塩し、ぬか
づ つ もの

漬けにします。 つまり「さばのお漬け物」、
いちど た わす あじ

一度食べたら忘れられない味！！

おばま うみ さかな

小浜の海でとれる魚たち、みんなは
さかな なまえ え

いくつわかるかな？ 魚の名前と絵を
せん むす こた つぎ

線で結んでみよう。答えは次のページ
わたし こうぶつ

私の好物はさばの「へしこ」だよ。



1.河豚(ふぐ)   2.鯖(さば)   3.鰈(かれい)   4.蟹(かに)   5.鯛(たい)

な ら じだい しお ぜい おさ

奈良時代には、塩で税を納めていたよ。
しお かいすい に つ つく

塩は海水を煮詰めて作ったんだ。

へいあん じだい にほん かくち おばま もの

平安時代には、日本各地から小浜にいろんな物が
ふね はこ こ おばま おお みなと

船で運び込まれたよ。 小浜はとても大きな港だった
ほっかいどう こんぶ しまね てつ はこ

んだ。 北海道からは昆布、島根からは鉄が運ばれ、
こんど みやこ きょうと りくろ はこ

今度は、それを都があった京都まで陸路で運んだよ。

いま でんしゃ くるま じだい ふね

今のように電車や車がなかった時代には、船が
もっと はや おお にもつ はこ

最も早く、多くの荷物を運べたからね。

へいあん かまくら じだい てら ぶつぞう

平安・鎌倉時代には、お寺や仏像がたくさん
つく いま おばま のこ

造られて、それらが今も小浜に残っているん
のこ

だよ。 いくつ残っているかわかるかな？
やく やく やく こた

①約30 ② 約100 ③ 約130 答え

おばま むかし わかさのくに よ

小浜は、昔、若狭国と呼ばれていたんだよ。

おばま れきし

小浜の歴史

まえ

前の
ページ

こた

の答え



え ど じだい おばまじょう かんせい じょうかまち

江戸時代には、小浜城が完成し、城下町
はってん じょうかまち

として発展したよ。「 城下町」とは、
しろ ちゅうしん ぶし いえ しょうにん いえ

城を中心に、武士の家、商人の家、
てら じんじゃ まち

お寺、神社などがある町のこと。

こた やく おばま

答えは③ 約130 だよ。 だから、小浜は
ぶんかざい ほうこ よ

文化財の宝庫と呼ばれているよ。

おばま みなと がいこく ふね き

小浜の港には外国からの船もやって来たんだ。
むろまち じだい なんぽう ふね にほん ぼうえき

室町時代には、南方からの船が、日本との貿易
もと き ぼうえき にほん がいこく

を求めてやって来たよ。「貿易」とは、日本と外国
あいだ しょうひん う か

の間で商品を売ったり買ったりすること。
ぞう くじゃく めずら どうぶつ おく

そして、象、孔雀、オウムなどの珍しい動物を贈
もの つ

り物として連れてきたよ。
にほん はじ き ぞう おばま みなと お

日本に初めて来た象は、小浜の港に降りたんだ。

うし

牛より
おお

大きいぞ



な ら し おばま し とうだいじ にがつ どう

奈良市と小浜市は、東大寺二月堂で
おこな しゅにえ みず と えん

行われる修二会（お水取り）が縁で、
しょうわ ねん がつ なのか

昭和46年11月7日に
し ま い と し

姉妹都市になったんだよ。

しゅにえ にん ぼう にがつ どう なか かんのん

修二会とは、11人のお坊さんが、二月堂の中で、観音
つみ わ ひとびと しあわ いの ぎょうじ

さまに罪をお詫びし、人々の幸せを祈る行事のことで、
がつ ついたち じゅうよっか しゅうかん おこ

3月1日から14日まで、2週間行われるよ。
がつ にち よる わきみず く かんのん そな

3月12日の夜に、湧水を汲んで、観音さまにお供えする
みず と よ

から「お水取り」とも呼ばれていて、
みず こうずい い

その水を「香水」と言うよ。

こうずい い つた

「香水」には、こんな言い伝えがあるよ。
しゅにえ はじ とうだいじ じっちゅう おしょう しょにち

「修二会を始めた東大寺の実忠和尚さんは、初日に
ぜんこく かみ しょうたい しょこく かみ

全国の神さまを招待しました。そして、諸国の神さまが
にがつどう あつ わかさ おにゅう みょうじん

二月堂に集まりました。 しかし、若狭の遠敷明神だけは
つり むちゅう おく がつ にち き

釣に夢中になって遅れてしまい、３月１２日にやって来ま
おにゅう みょうじん わ かんのん こうずい そな

した。 遠敷明神は、お詫びに、観音さまに香水をお供え
い

すると言いました。 すると、



いわ わ わ う と だ しみず

岩を割って２羽の鵜が飛び出し、そこから清水が
わ だ いし かこ わかさい な づ

湧き出しました。 そこを石で囲って若狭井と名付けました。
まいとし がつ にち よる こうずい く

それから毎年、３月１２日の夜に、この香水を汲んで、
にがつどう かんのん そな

二月堂の観音さまにお供えするようになりました。
みず と ことば う

そこから、お水取りの言葉が生まれました。 」

い つた もと おばま

この言い伝えに基づいて、小浜では、
まいとし がつ ふつか みずおく ぎょうじ おこな

毎年３月２日に「お水送り」の行事が行われているよ。
おにゅう みょうじん じんぐうじ しゅにえ ぎょうじ あと そな

遠敷明神の神宮寺で修二会の行事をした後、お供え
こうずい も おにゅうがわ じょうりゅう う せ い

した香水を持って、遠敷川の上流にある鵜の瀬まで行
かわ こうずい そそ みず とおか かん なら

き、川に香水を注ぐんだ。 この水が１０日間かけて奈良
とうだいじ わかさい とど い

の東大寺の若狭井に届くと言われているんだよ。
みずおく ぎょうれつ がい も やまぶし そうりょ

「お水送り」の行列は、ほら貝を持った山伏、僧侶たち、
こうずい はこ ひと ねんぶつ ひと たいまつ も ひと

香水を運ぶ人、念仏をとなえる人、松明を持った人など
ぜんにん ひと かわ じょうりゅう やく ある

３千人もの人が、川の上流まで約２キロを歩くんだよ。

みずおく みず と

お水送りとお水取り
えん し ま い と し

の縁で姉妹都市に

なったんだね。



おばま みんわ こ

小浜の民話『ワシにさらわれた子』

わかさ しもねごり むらざと ふうふ あか なわ あ つく

若狭の下根来の村里で、夫婦が、赤んぼうをフゴ(縄を編んで作った
い もの い お はたけ むちゅう

入れ物)に入れて置き、畑しごとに、夢中になっていました。
やま みね おお わし あか

すると山の峰から、大きな鷲がまいおりてきて、赤んぼうをフゴのまま
そらたか と

さらって、空高く飛んでいってしまいました。
ふうふ わし お やま む

夫婦は鷲を追いかけましたが、山の向こうにみえなくなってしまいまし
ふうふ な こ さが

た。それから夫婦は、泣きながら、さらわれた子を探しましたが、どこへ
い わし こ み ひと

行っても、だれにたずねても、鷲にさらわれた子どもを見かけた人は

いませんでした。
ふうふ わかさ こ さが たび で

夫婦は、ふるさとの若狭をあとにして、わが子を探しに旅に出ました。
たび とし と

あちこちを旅しているうちに、いつのまにか、年を取ってしまいましたが、
たび つづ

あきらめずに、旅を続けました。

おばま し な ら し とうだいじ えん みんわ

小浜市には奈良市の東大寺と縁のある民話もあるよ。



みち たびびと な ら とうだいじ すぎ うえ

あるとき、道づれになった旅人が、「奈良の東大寺の杉の上に、フゴ
はい こ はなし おしえ

に入った子が、ひっかかっていたという話をきいたことがある」と、教え
ふうふ こ

てくれました。 それをきいた夫婦は、「きっと、わが子にちがいない」と、
とうだいじ む のみち やまみち

いそいで東大寺へと向かいました。 野道や山道を、かけるようにして

いそぎました。
とうだいじ おしょう こ さが わかさ き

東大寺につくと、和尚さんに、子どもを探して、はるばる若狭から来た
はな おしょう てら おおすぎ こ

ことを話しました。 和尚さんは、「この寺の大杉にひっかかっていた子
こぞう ふうふ まえ

というのは、この小僧です」と、夫婦の前へよびよせました。
こ き きもの おしょう きもの

その子が着ていた着物やフゴのことをたずねると、和尚さんは、着物
み み ふうふ こ

とフゴをだして見せてくれました。それを見た夫婦は、わが子にまちが
な

いないと、泣いてよろこびました。
こぞう わかさ ねごり う せ みず

すると、小僧は、なつかしそうに、「若狭根来の鵜の瀬の水がほしい」
い

と、言ったそうです。
な ら とうだいじ みず と ぎょうじ みず わかさ ち か

このことから、奈良東大寺の「お水取り」行事の水は、若狭から地下
なが い い つた

をくぐって流れて行くという、言い伝えがうまれました。
こぞう ろうべんおしょう なだか ぼう

この小僧は、やがて良弁和尚という名高い坊さんになりました。

べっとう てら

別当とは、お寺の
ひと

えらい人のことだよ。

ろうべん おしょう とうだいじ

良弁和尚は、東大寺の
しょだいべっとう

初代別当になったよ。



おばまし かんこうめいしょ めいさんひん

小浜市の観光名所と名産品を
しょうかい あそ き

紹介します。遊びに来てね。

かんこう そ と も

＜観光：蘇洞門めぐり＞
わかさわん かいがんぞ かたち いわ

若狭湾の海岸沿いには、おもしろい形をした岩があります。
にほんかい あら なみ いわ しぜん

これは、日本海の荒い波が、岩にぶつかってできた自然の
ちょうこく ふね の うみがわ かたち

彫刻のようなもの。船に乗って、海側から、いろんな形を
いわ み そ と も

した岩を見るツアーが、蘇洞門めぐりです。

めいしょ みょうつうじ

＜名所：明通寺＞
さかのうえのたむらまろ ねん そうけん

坂上田村麻呂が806年に創建
い

したと言われています。
かまくらじだい た ほんどう

鎌倉時代に建てられた本堂
さんじゅうのとう こくほう

と三 重 塔が国宝となってい
ます。



とくさんひん さば

＜特産品：鯖＞
おばま さば わかさわん さば きょうと はこ みち

小浜は鯖のまち、若狭湾でとれた鯖を京都まで運んだ道を
さばかいどう い さいきん おばま うみ ようしょく おばま

鯖街道と言いました。最近では、小浜の海で養殖した「小浜
にんき さしみ た

よっぱらいサバ」が人気。刺身で食べると、プリプリして、

とてもおいしいです。

みけつくに わかさ しょくぶんかかん

「御食国若狭おばま食文化館」
おばま しょく

小浜の食について、くわしく
まな

学ぶことができます。

めいさんひん わかさぬり

＜名産品：若狭塗＞
かいがら たまごがら うるし なか う こ

貝殻や卵殻を漆の中に埋め込んで
うつく かいてい さま えが

美しい海底の様を描いています。
とく はし にほん せいさんりょう

特に箸は、日本の生産量の80％を
し

占めています。



せいさく れいわ ねん がつ

制作：令和3年５月

な ら し や く しょ かんこう せんりゃく か

奈良市役所 観光戦略課
☎ 0742-34-4739

★

★

★

ならし

奈良市

★

★

★

たがじょうし みやぎけん

多賀城市（宮城県）

こおりやまし ふくしまけん

郡山市（福島県）

おばまし ふくいけん

小浜市（福井県）

だざいふし ふくおかけん

太宰府市（福岡県）

うさし おおいたけん

宇佐市（大分県）

な ら し こくない ゆうこう しまい と し

奈良市の国内友好姉妹都市

★姉妹都市

★友好都市


